
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校法人 帯広葵学園 

令和４年度 vol.１７ 

所長 加藤 光恵 

東士狩保育所 西中音更保育所 

 

 寒さの中にも、日中は暖かい春の日差しを感じられるこの頃ですね。お散歩や外遊びを

楽しむ子ども達は、汗ばむ姿も見られますよ。 

 今年度も残すところあと１か月となりました。卒園式が行われる保育所では、言葉の練

習や卒園児が歌う曲、卒園児を送る曲、みんなで歌う曲の練習が始まっています。みんな

真剣に取り組んでいますよ。それらを聞き、子ども達の１年の成長に、思わず涙が出そう

になってしまいます。年長児さんは小学校への期待が増す毎日。在園児さんと過ごす残り

の時間を大切にしつつ、新たな道への一歩を踏み出そうとしています。 

  

新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針が見直されて、卒業式等の対応について

文科省から通知が出ています。また、マスク着用の緩和について、学校等の教育機関は 4 月 1

日から適用となる一方、保育所は 3 月 13 日からの適用と、基準日が分かれているようです 

葵学園といたしましては、学校法人であるため、全園・全施設について、３月３１日まではこれ

まで通りの対応を職員ならびに園児・保護者のみなさまにお願いし、卒園式の日のみ、特別な

対応をしたいと考えます。 

卒園式では、全園児、教職員についてはマスクを外すことを基本とします。（マスクをつけさ

せたい場合にはマスクをしても構いません） 保護者の方につきましては、マスクの着用をお願

いいたします。又、参加人数は各家庭２名までとさせていただきます。ご協力、よろしくお願い

いたします。 

 

マスク着用について 

 

 

   

 

 

 

 


